
平田商工会議所
LINE 公式アカウントを
開設しました

各種支援施策やイベント情報等タイムリーでホットな情報をお届
けするため、LINE公式アカウントを開設しました。
ぜひ従業員のみなさまにもお声がけいただき、ご登録お願い致し
ます。

〈 ピックアップ 〉 P２～３　臨時議員総会

P４　　　要望活動

P７　　　新入会員交流会

P８　　　一日公庫
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臨
時
議
員
総
会
を
開
催

　去る10月28日に任期満了に伴う新役員を選出する臨時議員総会を開催しました。
会頭の選任については、現会頭の石原俊太郎氏が満場一致で再任されました。副会頭
の選任については、現副会頭の槇野安浩氏、原伸雄氏に加え、神田栄里子氏が会頭か
ら指名され、出席議員の同意を得て選任されました。専務理事には、山岡忍氏が再任
されました。

　

日
頃
は
平
田
商
工
会
議
所
の
事
業
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
三
年
に
一
度
行
わ
れ
ま
す
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
・
議
員
の
改
選
に
伴
う
臨
時
議
員
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
平
田
商

工
会
議
所
会
頭
に
引
き
続
き
推
挙
い
た
だ
き
、
お
引
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
に
就
任
し
た
際
に
は
、
地
域
内
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
の
疲
弊
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
な
ど
諸
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
地
域
課
題
に
取
組
む
三
つ

の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
対
応
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

基
盤
整
備
促
進
委
員
会
で
は
、
「
住
み
よ
い
平
田
を
つ
く
る　

８

の
字
ル
ー
ト
推
進
」
を
掲
げ
、
８
の
字
ル
ー
ト
に
結
ぶ
高
規
格
道
路

の
一
部
と
し
て
「
境
港
・
出
雲
道
路
」
の
早
期
着
工
を
目
指
し
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
未
来
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
「
将
来
の
平
田
を

担
う
会
員
を
育
て
、
増
や
す
」
を
目
標
に
、
若
手
経
営
者
の
育
成
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
、
平
田
高
校
生
へ
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
を
図
る
た
め
の
出
前
授
業
な
ど
、
将
来
の
平
田
地
域
を
牽
引
す

山岡　忍 専務理事

会頭に石原俊太郎 氏を再任
副会頭に槇野安浩 氏、原伸雄 氏を再任、新たに神田栄里子 氏を選任

神田栄里子 副会頭

原　伸雄 副会頭

槇野安浩 副会頭

る
若
者
た
ち
の
礎
に
な
る
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
定
住
促
進
委
員
会
で
は
、
「
若
年
層
の
定
住
を
増
や
し
平
田
地

域
の
出
生
数
を
増
や
す
」
を
目
指
し
、
空
家
・
空
き
店
舗
調
査
、
他

地
域
で
の
取
組
み
事
例
の
視
察
、
住
宅
地
開
発
の
費
用
調
査
を
行
う

な
ど
、
定
住
を
増
や
す
た
め
実
現
性
の
高
い
取
組
を
検
討
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
今
期
三
年
間
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
よ
る
成
果
が
結
実
で
き
る
よ
う

に
、
商
工
会
議
所
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
、
常
に
明
る
く
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ

ず
、
会
員
企
業
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
寄
り
添
い
応
え
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
が
輝
く
よ
う
な
商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
田
商
工
会
議
所
は
、
令
和
十
年
に
は
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
七
十
周
年
記
念
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
未
来
の
会
員
を
創
る

と
い
う
意
味
で
「
母
川
回
帰
」
で
し
た
が
、
今
後
と
も
未
来
を
担
う

若
者
が
希
望
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
地
域
を
創
り
出
し
て
い

け
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
立
案
・
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
副
会
頭
に
は
前
期
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
槇
野
安
浩
氏
、
原
伸
雄
氏
に
引
き
続
き
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
へ
の
対
応
や
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

さ
を
打
ち
出
し
て
い
く
た
め
に
、
新
た
に
神
田
栄
里
子
氏
に
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
新
体
制
で
鋭
意
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

会
　
頭
　
石
原  

俊
太
郎



１
号
議
員
と
は
…
全
会
員
が
選
挙
に
よ

り
選
出
す
る
会
員
の
一
般
的
代
表
議
員

２
号
議
員
と
は
…
１
号
議
員
が
一
部
の

業
種
、
業
態
に
偏
ら
な
い
よ
う
補
正
す

る
た
め
に
各
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
職

能
代
表
的
な
議
員

３
号
議
員
と
は
…
１
号
、
２
号
議
員
が

協
議
し
て
選
出
す
る
商
工
会
議
所
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
の
議
員

　

役
員
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
議
員

改
選
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
新
役
員
お
よ

び
各
号
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会　

頭　

石
原
俊
太
郎　

三
愛
石
油
㈲

副
会
頭　

槇
野　

安
浩　

日
晃
電
設
㈱

副
会
頭　

原　
　

伸
雄　

㈱
報
光
社

副
会
頭　

神
田
栄
里
子　

㈱
ト
ー
ソ
ク

専
務
理
事　

山
岡　
　

忍

【
常
議
員
】

浅
野　

昌
之　

浅
野
種
苗
園

荒
木　

克
之　

昭
和
開
発
工
業
㈱

小
汀　

泰
之　

㈱
小
汀
会
計
事
務
所

川
上　
　

亨　

㈱
山
陰
合
同
銀
行
平
田
支
店

清
原　

正
幸　

㈲
フ
リ
ー
ク

來
間　
　

久　

㈱
來
間
屋
生
姜
糖
本
舗

坂
本　

泰
一　

㈲
坂
本
藤
次
郎
本
店

清
水　

俊
宏　

美
保
鉄
筋
㈱

曽
田　

敏
康　

㈲
平
田
水
道
工
業

園　
　
　

裕　

㈱
ソ
ノ

園
山　
　

繁　

㈱
ひ
ら
た

田
中　

浩
史　

㈲
ア
タ
ゴ
写
真
館

谷
口　
　

学　

一
畑
電
車
㈱

西
尾　

貴
延　

㈲
マ
ル
ニ
シ
物
産

原　
　

憲
司　

島
根
印
刷
㈱

平
野　

裕
二　

㈲
ひ
ら
の
屋

堀
江　

卓
男　

㈲
ほ
り
江

松
浦　

清
美　

ヒ
ラ
タ
精
機
㈱

三
好　

洋
平　

ヒ
ラ
タ
工
業
㈱

山
口　
　

弥　

山
口
建
設
㈱

山
﨑　

章
弘　

㈱
山
﨑
組

【
監　

事
】

朝
日　
　

均　

朝
日
均
税
理
士
事
務
所

曽
田　

道
生　

島
根
中
央
信
用
金
庫
平
田
支
店

西
尾　

精
市　

ニ
シ
オ
㈲

【
１
号
議
員
】

浅
野　

昌
之　

浅
野
種
苗
園

飯
塚　

洋
道　

㈱
島
根
銀
行
平
田
支
店

伊
路
見
保
彦　

㈱
イ
ニ
シ

伊
藤　

晃
章　

㈱
イ
ト
ウ
ケ
ン
チ
ク

内
田　

宣
彦　

㈲
内
田
荘

大
島　

淳
司　

㈲
大
島
屋

尾
添　

和
宏　

㈲
ア
タ
ゴ
タ
ク
シ
ー

小
汀　

泰
之　

㈱
小
汀
会
計
事
務
所

梶
谷　

理
央　

一
畑
石
油
㈱

金
築　

知
夫　

㈲
ア
ー
ル
ズ
シ
ス
テ
ム

川
瀬　

雄
太　

㈱
コ
ニ
シ

木
佐
真
一
郎　

木
佐
清
月
堂

清
原　

隆
弘　

㈱
寿
建
設
工
業

來
間　
　

隆　

㈲
來
間
鉄
工
所

小
城　

佳
巳　

㈲
Ｂ
ｉ
ｔ 

Ｏｎｅ

小
松　

正
嗣　

柿
壺
㈱

杉
原　

朋
之　

㈱
さ
つ
き
祭
典

園　
　
　

裕　

㈱
ソ
ノ

園
山　
　

繁　

㈱
ひ
ら
た

武
田　

宏
道　

一
畑
住
設
㈱
平
田
営
業
所

立
石　

雅
樹　

㈲
立
石
材
木
店

田
中　

浩
史　

㈲
ア
タ
ゴ
写
真
館

田
中　

征
也　

㈲
田
中
豆
富
店

多
納　
　

潤　

た
の
う
米
穀
㈱

玉
木　

邦
博　

㈱
玉
木
園
芸

常
松　

美
幸　
島
根
県
農
業
協
同
組
合
平
田
中
央
支
店

中
濱　

幸
男　

㈱
中
田
製
作
所

西
尾　
　

仁　

㈲
西
尾
組

西
尾　

貴
延　

㈲
マ
ル
ニ
シ
物
産

西
村　
　

俊　

㈲
西
村
印
刷

日
野　

星
也　

㈱
オ
ー
ト
ラ
イ
フ
ビ
ュ
ー

日
野　

敏
行　

㈱
日
野
組

日
野　

義
幸　

㈲
日
野
工
務
店

松
浦　

剛
司　

㈲
大
島
屋
楽
器
店

松
村　
　

渉　

㈱
海
産
物
松
村

松
本　

繁
政　

㈱
ミ
ー
ト
ま
つ
も
と

持
田　

祐
輔　

㈱
酒
持
田
本
店

森
山　

貴
紀　

㈱
森
電
気
機
械
工
業

山
下　

明
義　

㈱
栄
徳

山
根　
　

強　

㈲
山
根
建
設

【
２
号
議
員
】

◎
商
業
部
会

伊
藤　

俊
明　

伊
藤
本
店

遠
藤　
　

寛　

遠
藤
燃
料
工
業
㈲

加
藤　
　

昇　

加
藤
書
店

清
原　

正
幸　

㈲
フ
リ
ー
ク

坂
本　

泰
一　

㈲
坂
本
藤
次
郎
本
店

平
野　

裕
二　

㈲
ひ
ら
の
屋

◎
工
業
部
会

來
間　
　

久　

㈱
來
間
屋
生
姜
糖
本
舗

志
食　

秀
司　

㈲
ウ
ェ
ル
シ
ー

高
砂　

勝
行　

㈱
高
砂
醤
油
本
店

◎
建
設
部
会

岩
浅　

一
義　

大
湖
工
業
㈱

釜
屋　

幸
徳　

㈲
釜
屋
塗
装

曽
田　

敏
康　

㈲
平
田
水
道
工
業

土
江　

光
二　

㈲
土
江
重
機

山
口　
　

弥　

山
口
建
設
㈱

山
﨑　

章
弘　

㈱
山
﨑
組

◎
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

谷
口　
　

学　

一
畑
電
車
㈱

福
田　

紀
夫　

ひ
ら
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
㈱

堀
江　

卓
男　

㈲
ほ
り
江

森
山　
　

勲　

出
雲
一
畑
交
通
㈱

◎
金
融
保
険
部
会

川
上　
　

亨　

㈱
山
陰
合
同
銀
行
平
田
支
店

◎
庶
業
農
水
部
会

岸　
　

哲
夫　

㈱
平
田
自
動
車
教
習
所

槇
野　

克
洋　

槇
野
司
法
書
士
事
務
所

【
３
号
議
員
】

荒
木　

克
之　

昭
和
開
発
工
業
㈱

伊
藤　
　

毅　

前
川
鋳
工
造
機
㈱
平
田
工
場

木
村　

文
彦　

㈲
木
村
鉄
工
所

清
水　

俊
宏　

美
保
鉄
筋
㈱

竹
中　

真
一　

三
協
貨
物
㈱
平
田
支
店

原　
　

憲
司　

島
根
印
刷
㈱

松
浦　

清
美　

ヒ
ラ
タ
精
機
㈱

三
好　

洋
平　

ヒ
ラ
タ
工
業
㈱

◎
商
業
部
会

部
会
長　
　

田
中　

浩
史

副
部
会
長　

浅
野　

昌
之

◎
工
業
部
会

部
会
長　
　

來
間　
　

久

副
部
会
長　

原　
　

憲
司

副
部
会
長　

志
食　

秀
司

◎
建
設
部
会

部
会
長　
　

曽
田　

敏
康

副
部
会
長　

荒
木　

克
之

◎
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

部
会
長　
　

谷
口　
　

学

副
部
会
長　

堀
江　

卓
男

◎
金
融
保
険
部
会

部
会
長　
　

川
上　
　

亨

副
部
会
長　

長
岡　

大
助

◎
庶
業
農
水
部
会

部
会
長　
　

岸　
　

哲
夫

副
部
会
長　

佐
藤　

章
寿



要 望 活 動

　９月２日、浜田ワシントンホテルプラザにおいて島根
県商工会連合会として、島根県知事に対し要望活動を行
いました。提出した主な要望については、下記のとおり
です。

①中小企業の総合支援について
②小規模事業者の事業承継支援について
③中小・小規模事業者への経営支援体制の充実について
④人材の育成・確保について

9月26日、出雲市役所において出雲市商工団体協議会
として、出雲市長、出雲市議会議長へ要望活動を行いまし
た。提出した主な要望については、下記のとおりです。

①地域高規格道路境港出雲道路の建設促進について
②出雲縁結び空港の整備促進
③国道９号出雲バイパスの４車線化
④人材不足に対する各種取り組み、デジタルファーストへ
　の取組みに対する支援
⑤信用保証料補助制度の継続・拡大及びマル経資金の利息補助の創設
⑥地域交通及び二次交通対策の促進と旅客自動車運送業への支援
⑦地域内経済循環の推進

①東部都市拠点の活性化に対する支援
②出雲空港から平田へのタクシー利用者に対する補助創出について
③河下港の利活用策の推進について

●全体要望
●全体要望

●平田要望①河下港の利活用の推進について
②県道23号斐川一畑大社線を中心とした道路改良について

●平田要望

年収の壁徹底対策セミナー開催令和7年度税制改正

10月９日、今年度の税制改正で話題となっている「年収の壁」についてセミナーを開催し
ました。
　横浜で社会保険労務士事務所を開業されている蔵中一浩講師をお招きし、税制改正による影
響とその対策について講義いただきました。
　所得金額のうち、所得税、住民税、社会保険それぞれにおける従業員の負担が発生しない上
限値（壁）について、違いを明確にしながら資料を用いて丁寧にご説明いただきました。
　税制改正における社会保険適用対象を拡げる動きに対しては、所得税・住民税には控除項目
があるのに対し、社会保険は何も控除がなく、収入が変わらない場合でも実質的な所得減少に
つながるため、扶養控除の枠を外れてでも収入を増やした方がいいケースが出てくるというこ
とでした。
　従来の「夫の扶養に入るために収入調整をする」という選択が、今後必ずしも最適解ではな
くなる可能性を示唆しており、従業員、特にパート労働者の「働き方」については今まで以上
に労使双方でよりよい妥協点を見つける必要性が感じられたセミナーでした。

10月22日、「中海・宍道湖８の字ルート」の早期実現に向けた総
決起大会が東京都内で開かれました。島根・鳥取両県の国会議員・自
治体・経済界などから約130名が出席し、早期事業化や予算確保を求
める大会決議を取りまとめ、国等へ要望書を手交しました。
　この大会には、就任直後の金子恭之国交大臣も出席いただき、防災
強化や災害復旧など地域を守るための道路整備の必要性を説き、地域
の熱意を国へ届けてもらいたいと呼びかけられました。
　初となる今決起大会は、島根県・鳥取県、そして中海・宍道湖８の
字ルート整備推進会議が主催し、当所からは石原会頭をはじめ副会
頭・基盤整備促進委員など９名が出席しました。この大会を契機に整
備促進の勢いを一層強固なものとし、早期実現に向け我々経済団体も
引き続き取り組んでまいります。

「8の字ルート」の早期実現へ！ 東京総決起大会に出席
基盤整備促進委員会



ご登録のご案内

60歳～70歳の方の60歳～70歳の方の
再就職をご支援します再就職をご支援します
〈60歳以上～70歳以下の方が対象〉

ご登録のお申し込み方法は３パターン‼ご登録のお申し込み方法は３パターン‼

・在職中の方で再就職を希望する方
・離職後1年以内の方で再就職を希望する方

①二次元コードから申し込む
スマートフォンで読み込んで、簡単な質問に
答えることで、すぐに申し込みができます！

一番お手軽
24時間OK

土日祝日OK

②パソコンで申し込む

③電話で申し込む

インターネットブラウザのアドレスバーに
以下を打ち込んでください！

☎0852-27-1151

https://www.sangyokoyo.or.jp/toroku/CB-kozin-system.html

24時間OK

営業時間：9時～17時

土日祝日は休業

土日祝日OK

公益財団法人産業雇用安定センター島根事務所
松江市御手船場町551 ニッセイ松江ビル6階

担当者から日程調整等の連絡をします担当者から日程調整等の連絡をします

公益財団法人産業雇用安定センターは、
国と経済・産業団体の協力により設立
された公的機関です。

利用料無料利用料無料



63-3211

魅力ある街に、魅力あるオトナに 平田商工会議所青年部は共に活動する、熱意ある皆様をお待ちしております。
詳細は平田商工会議所青年部HPへ（https://www.hirata-cci.or.jp/youthclub） インスタ

始めました！
Follow me!

興味を持たれた方は下記までご連絡ください！

平田商工会議所青年部 事務局 TEL 63-3211 E-mail : yeg@hirata-cci.or.jpお問合せ・入会申込

　今年度は、出雲の主管で開催され、安来・松
江を含めた4つの単会が集まり、多伎体育館で
のスポーツ交流会を行いました。玉入れ、リ

レームカデ、早食いなどの競
技を行い、笑顔と活気のあふ
れる時間となりました。交流
会後のBBQ懇親会では、各単
会との親睦をさらに深め、今
後の活動につながる有意義な
交流会となりました

●9/13：東部4YEG交流会
　10月総会において次年度会長予定者として居酒屋明日香の坂本晃嗣君
が選出され、満場一致で承認されました。その後、坂本次年度会長より
意気込みが語られました。
　続いて開催されたオープン例会および講演
会には青年部会員以外の12名の方にもご参
加いただきました。講演会の講師には出雲市
長　飯塚俊之様をお招きし、「ともに創る～
出雲市の施策について～」を演題にご講演い
ただき、今後の青年部活動における多くの示
唆と気づきを得ることができました。

●10/10：10月総会・オープン例会・出雲市長講演会

　８月24日（日）、平田学習館にて当所定住促進委員会主催による「出雲・平田の暮らしを感じる 定
住促進講演会＆パネルディスカッション」が開催されました。
当日は県内外から約100名が来場し、平田の未来に思いを馳せる熱気と希望に満ちた一日となりました。
　第１部では、島根県立大学地域政策学部の田中輝美准教授より、「日本の未来は島根がつくる」と題
し、ご講演をいただきました。大正時代、全国で唯一人口が減少した島根県の歴史をひもときながら、
「課題が多いからこそ、そこに可能性と希望がある」と語られた田中先生の言葉には、参加者一人ひと
りが深く頷いていました。出雲・平田が“課題解決の先進地”として注目される理由を、ユーモアを交え
ながら丁寧に語られるその姿に、会場は温かな共感と静かな感動に包まれました。
　続く第２部では、平田地域にUIJターンして活躍する事業者の皆さまや平田高校生徒会長らをパネ
ラーに迎え、移住のきっかけや地域とのつながり、これからの夢について語り合いました。世代を超え
た本音の対話からは、「この町で生きる喜び」や「平田で未来をつくりたい」というまっすぐな想いが
溢れ出し、会場全体がひとつになって共鳴するような空気になりました。
　特に、最後平田高校生が語った「自分たちの手で平田をもっと元気にしたい」という言葉には、多く
の大人たちが胸を熱くし、涙をぬぐう姿も見られました。
　アンケートには「若者の言葉に希望を感じた」「この町がもっと好きになった」「島根・出雲・平田
を誇りに思える時間だった」といった感動の声が数多く寄せられ、地域の魅力と未来への可能性を再確
認し、“平田で暮らす”という選択の素晴らしさを改めて実感する、心に残るひとときとなりました。

私達と一緒に活動していただける新入会員さんを
募集しています。お気軽にお電話ください。

★年会費／7,000円

　５月23日と９月19日に「ひらたDE女子会」を開催しました。会員に限らず女性なら誰でも参加でき
る交流の場として企画し、第１回には29名、第２回には39名が集まりました。参加者は女性経営者や
起業準備中の女性にとどまらず、公務員や会社員、さらにはＩターンで地域に移り住んだ方などさま
ざまで、話題が尽きず、自然と笑顔が広がる光景が見
られました。新たな友人や仲間ができたという声も多
く寄せられ、「女性ならではの視点や意見が刺激に
なった」との感想もありました。PRタイムでは互いの
活動やイベントを紹介し合い、つながりがさらに深ま
りました。初めて開催した本企画は、女性同士の横の

絆が生まれ、人と人をつなぐ力強い
交流の場となりました。会員

募集中

出雲・平田の未来を語る―

定住促進講演会
＆

パネルディスカッション
開催報告



をお気軽にご活用ください
商工会議所

■お問合せ・お申込は…

※予告なしに変更する場合もございますので、
　電話等でご確認をお願い致します。

平田商工会議所 中小企業相談所
TEL 0853-63-3211 FAX 0853-63-3346

ガンバル企業を応援します！

金融情報

第６回 新入会員交流会第６回 新入会員交流会

貸付
制度 融資の種類 限  度  額 返済期間

(据置期間) 保  証  人融資利率
（年）

日
本
政
策
金
融
公
庫

島
根
県
制
度
資
金

普通貸付

マル経資金
(小規模事業者)
※商工会議所推薦

4,800万円

2,000万円

2億8,000万円

運転3,000万円
設備5,000万円

※ご相談は
商工会議所へ

個人は原則不要
法人は金融機関
又は保証協会の
決定による

運転7年以内
（内1年以内）
設備10年以内
（内2年以内）

運転10年以内
設備12年以内
（内2年以内）

運転5年以内
（内1年以内）
設備10年以内
（内2年以内）

(内1年以内)

15年以内
1.55％
（責任共有）

1.40％
（責任共有外）

保証料
0.4～1.70％

2.90％
4.30％

2.0％

1.25％
（責任共有）

1.10％
（責任共有外）

保証料
0.2～1.50％

経営改善
長期借換
資金
（運転）

創業者
支援資金

（運転・設備）

国・県の制度融資 ̶
令和７年
10月１日 現在

融資融資融資

お知らせお知らせお知らせ

1,033円
令和7年11月17日から

18：00～20：3011月26日（水）確認しましょう
最低賃金

商工会議所を活用して、
新たな仲間と繋がりを築こう！！

級

島根県
最低賃金
の改定

●パート、アルバイトの方、学生さんも
　すべての労働者に適用されます！

平田商工会議所の活用方法についてのご案内と、会議所役職員や
新入会員様同士の交流・情報交換の場として開催いたします。
お気軽にご参加ください。

相談相談相談

■労務士／島根県働き方改革推進支援センター専門家
■内　容／働き方改革、労務管理に関する相談

11月26日㈬
12月24日㈬

11月17日㈪
12月15日㈪

13：30～15：30

時間額

日　時

平田商工会議所（出雲市平田町2280-1）場　所

●令和２年４月～令和７年11月までの
　新規加入事業者・事業承継の後継者（会員）
●新規創業、今後創業をお考えの方（非会員）

対象者

会員2,000円・非会員4,000円
※懇談会、飲食代含む（アルコール飲み放題付）

経営支援課（高橋）
FAX 0853-63-3346
takahashi@hirata-cci.or.jp

参加費

お申し込み・お問い合わせ

申込締切
11月17日
（月）

第1部 会議所活用方法のご案内（約30分） 第2部 会員交流会（約2時間）参加企業による2分間（1社あたり）自社PRタイム。

メール、FAXでも
お申し込みできます！

会場にてチラシや販促物などを
置けるコーナーを設けます。
ぜひご持参くださいませ。



表

紙
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事　業　所　名 代　表　者　名 業　種（事業内容） 住 　　所

K I N D

加 藤 花 育

サ ロ ン 誠 流

s t u d i o  A C C H U

㈱Sports Life Design

㈱ 原 商

裕 和 丸

和herb café and lab 8mon

須　谷　健　一

加　藤　康　紀

内　田　　　翔

奥　井　惇　士

田　中　　　淳

秀　浦　義　久

渡　部　裕　太

朝　枝　尚　子

情 報 通 信 業（ I T 事 務 代 行 ）

農 業（ 花 き 生 産 販 売 ）

医 療 業 （ 整 体 ）

情報通信業（映像クリエイター）

サービス業（マネジメント業務）

物品賃貸業（土木・建設機器等の販売、レンタル）

漁 業

飲 食 業

下 横 町

国 富 町

平 田 町

渡 橋 町

稲 岡 町

松江市宍道町

多 久 町

美 野 町

＊ 新入会員紹介

セイ　　　　リュウ

スタジオ

ワハーブ

カ　　　　　　　　イ　　　　　　　　ン　　　　　　　　ド

ハラ ショウ

カ カトウ イク

スポーツ ライフ デザイン

ユウ ワ マル

カフェ アンド ラボ ハモン

アッチュ

「一日公庫」のご案内
融資希望者必見！！ 個別金融相談会

日　時：令和７年12月５日（金）
　　　　10：00～15：00（予約制）
会　場：平田商工会議所
　　　　出雲市平田町2280-1
　　　　Tel（0853）63-3211
対象者：会員の方 参加費：無料 申込み：要

「一日公庫」のメリット
●平田商工会議所で、日本政策金融公
庫融資担当者との面談が可能です。
●事前に決算書等を提出していただ
ければ、より迅速に融資審査結果を
ご連絡できます（ご面談内容によ
り、後日となることもあります）。
●融資制度全体にかかるお問合せや
ご相談も可能です。

 10月18日（土）に島根半島地区で実施された令和7年度島根県総合防災訓
練への参加に併せ、出雲河下港に寄港した海上自衛隊掃海艇「はつしま」
（舞鶴基地所属）が、翌19日（日）に艦艇広報を行いました。当日は陸上自衛
隊出雲駐屯地の車輌展示もあり1,000名を超える来艦者がありました。
入港を出迎えた平田商工会議所の石原会頭や出雲河下港振興会事務局である出雲

市産業政策課は、第44掃海隊石田司令・はつしま高橋艇長と災害時の復興拠点と
なる港湾機能の充実等について情報交換を行いました。東日本大震災の支援を経験
された石田司令からは、陸路が寸断される大規模災害においては海上からの物資輸
送が有効であり、実際に港湾のある集落から復興するケースが多いので、訓練や艦
艇広報で定期的に入港することは非常に重要であるとの話をいただきました。

●受注が増えて忙しくなり
そうなので、その仕入資金
を手当てしたい。
●事業継承について、相談し
たい
●従業員への賃上げを考え
ているので、その資金を
準備したい。

ご相談内容の例

当融資相談会へのお申し込みは、別紙参加申込書を日本政策金融公庫か当会議所までご提出ください。
（経営支援課　小村・高橋・日下）TEL（0853）63-3211 FAX（0853）63-3346

国民生活事業
〒690－0887 松江市殿町111番地　松江センチュリービル2F
TEL（0852）23-2651　松江市店担当：矢野（ヤノ）

海上自衛隊掃海艇「はつしま」
河下入港報告！
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